
番号 資料名 項目 ご質問 回答

1 仕様書

10　業務内容

（１）食品トレーの水平リサイ

クル（トレー toトレー）モデル

事業の実施

（２）モデル事業の実施方法に

ついて

回収後の食品トレーの受託者の仕分け場所までの運搬、及び再生

事業者までの運搬について、廃棄物処理法の制約は受けますで

しょうか？

また、受ける場合は、どのような資格（一般廃棄物や産業廃棄物

の運搬等）が必要でしょうか？

本事業では、使用済みトレーを再生トレーの原料として回収す

ることを検証するものであるため、実証事業により回収した食

品トレーの運搬（仕分け場所まで、および再生事業者まで）に

ついては、廃棄物処理法における収集運搬許可は不要と考えて

います。なお、仕分け場所にて分別した不要物（食品トレー以

外の家庭ごみ等）については廃棄物となるため、受託者により

一般廃棄物として回収店舗の該当市の処分場に処理委託してく

ださい。

2 仕様書

10　業務内容

（２）モデル事業の実施方法に

ついて

「必要に応じて廃棄物処理業許可業者やリサイクラー等に再委託

することも可能とする。その場合、受託者は契約書第4条第1項に

基づき、再委託について発注者の承諾を得ること」とあるが、契

約書第4条1項とはどのような内容かをご教示ください。

また、再委託は、仕分けを行う事業所やその作業員、そこまでの

運搬などに対しても可能でしょうか？

契約書（案）の第４条第１項の内容は「受託者は、委託業務の

全部又は一部を第三者に委託してはならない。ただし、あらか

じめ再委託の相手方の住所、氏名、再委託を行う業務の範囲、

再委託の必要性及び再委託の金額等について記載した書面を甲

に提出し、甲の承認を得た場合はこの限りではない。再委託の

内容を変更しようとするときも同様とする」です。なお、資料

の謄写、製本等の軽微な業務を再委託しようとするときには、

再委託申請の必要はありません。

再委託の範囲については、本業務のうち主たる業務内容に係る

部分の委託はできませんが、仕分けを行う事業所やその作業

員、そこまでの運搬等についての再委託は可能です。
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3 仕様書

10　業務内容

（３）食品トレー回収BOXの設

計・作成

「表２ モデル地区及び回収BOXの分別設定（案）」について

①「…（案）」となっているが、モデル事業期間は分別設定を変

えるのか？

②四日市市の『透明トレー』はPS、PET混合回収という設定か？

③四日市市は『白色発泡トレー』、『色付き発泡トレー』、

亀山市は『白色及び色付き発泡トレー』となっているがどちらか

に統一しないのか？

①分別設定については、協力スーパー様との事前協議の中で、

店舗の回収BOXを設置状況等で仕様書の分別設定（案）のとお

りの分別が困難となる可能性を考慮し、（案）と記載していま

す。

②ご認識のとおり、透明トレーの混合回収です。

③各設定における内容物の組成調査や、最適な分別方法の検討

という趣旨から、どちらかへの統一は考えていません。

4 仕様書

10　業務内容

（１）食品トレーの水平リサイ

クル（トレー toトレー）モデル

事業の実施

（２）モデル事業の実施方法に

ついて

回収したトレーの運搬先事業所名、及び住所について

①四日市市内店舗回収分の運搬先

②亀山市内店舗回収分の運搬先

・白PS、色付きPS、透明PSの運搬先

・透明PETの運搬先

①四日市市内店舗回収分全て

岐阜県安八郡輪之内町地内の再生業者

②亀山市内店舗回収分

白発泡PS、色付き発泡PS、透明PSの運搬先：①と同じ

透明PETの運搬先：亀山市布気町地内の再生業者

5 仕様書

10　業務内容

（１）食品トレーの水平リサイ

クル（トレー toトレー）モデル

事業の実施

（２）モデル事業の実施方法に

ついて

運搬先事業所の受け取り（買い取り）対象となる品質基準、歩留

まりについて

仕様書10業務内容(2)モデル事業の実施方法について「⑥回収

した食品トレーの量と組成の調査、再分別の実施」に記載のと

おり、基本的には受託者の再分別にて、白色発泡PS、色付き

発泡PS、透明トレー以外の物は夾雑物として除去していただ

きます。品質基準や歩留まり等は運搬先事業者とご調整いただ

くことになります。


